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鈴中ニュース

モ
ニ
タ
ー
委
員
会
の
開
催

臨
床
研
修
評
価
の
再
認
定

O
N
E
・・・
・・・
そ
の
先
に
あ
る
も
の

そ
の
先
に
あ
る
も
の

　
北
館
が
完
成
し
１
年
、
そ
し
て
本
館
の

改
修
工
事
も
こ
の
9
月
に
完
了
し
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
る
。
今
号
は
森

院
長
に
話
を
聞
い
た
。

「
働
く
環
境
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
で
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
っ
た
の
は

間
違
い
な
い
で
す
ね
。
職
員
に
と
っ
て
も

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
過
ご
し
や
す
い
環

境
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
本

館
改
修
で
一
番
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
が

救
急
セ
ン
タ
ー
で
し
ょ
う
か
。
長
い
間
懸

案
で
あ
っ
た
80
％
前
半
の
救
急
応
需
率
が
、

救
急
外
来
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
稼
働
後
か
ら
は

平
均
し
て
96
％
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
呼

吸
器
セ
ン
タ
ー
も
診
察
室
だ
け
だ
っ
た
の

が
、
処
置
室
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
呼
吸
器
疾
患
で
は
、
気
管
支
鏡
が
必

要
な
治
療
が
あ
り
ま
す
。
気
管
支
鏡
は
内

視
鏡
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
の
で
、
内
視

鏡
セ
ン
タ
ー
と
も
隣
同
士
に
な
っ
た
こ
と

で
、
動
線
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
細
菌
感

染
対
策
の
施
さ
れ
た
空
調
設
備
の
整
っ
た

透
視
室
で
、
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
気
管
支

鏡
の
治
療
を
行
え
ま
す
。
ま
た
、
一
次
脳

卒
中
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
原

則
と
し
て
3
6
5
日
24
時
間
、
脳
卒
中
の

ケ
ア
、
血
栓
を
溶
か
す
治
療
な
ど
、
超
急

性
期
を
含
め
た
急
性
期
を
受
け
入
れ
ま
す
。

本
館
ト
イ
レ
も
綺
麗
に
な
り
、
車
い
す
で

入
る
事
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
広
め
な
身

障
者
用
ト
イ
レ
も
改
良
設
置
し
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
、
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
院

内
に
整
い
、
現
在
は
正
面
玄
関
に
医
師
診

療
案
内
デ
ジ
タ
ル
化
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
」。　

　
急
性
期
病
院
と
し
て
救
急
の
受
入
は
当

然
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
ベ
ッ
ド
数
で
応

需
す
る
た
め
に
は
病
院
完
結
型
で
は
な
く

地
域
完
結
型
が
理
想
だ
と
い
う
。
そ
の
た

め
の
第
一
歩
と
し
て
P
F
M
（
※
１
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
運
用
も
開
始
し
て
い
る
。

「
P
F
M
と
は
、
入
院
前
か
ら
退
院
後
ま
で

を
一
貫
し
て
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。
病

院
が
患
者
さ
ん
の
病
状
や
生
活
状
況
な
ど

の
基
本
情
報
を
入
院
前
に
把
握
す
る
こ
と

で
、
入
院
計
画
を
立
て
や
す
く
し
、
退
院

後
は
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん

が
ス
ム
ー
ズ
に
生
活
の
場
に
戻
れ
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す
。
そ
の
た
め
の
病
病
連
携
、

病
診
連
携
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
固

に
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」。
退
院
し

た
ら
終
わ
り
と
い
う
病
院
完
結
型
か
ら
、

そ
の
先
の
、
暮
ら
し
ま
で
イ
メ
ー
ジ
し
た

地
域
完
結
型
へ
。
こ
う
し
た
P
F
M
の
本

質
を
考
え
た
時
、
地
域
と
の
連
携
は
大
変

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
昨
年
、
日
本
中
が
沸
い
た
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
流
行
語
大
賞
に
も
選

今
年
の
テ
ー
マ

新
た
な
ス
タ
ー
ト

11
月
17
日（
日
）に
当
院
、
北
館
中
会
議
室
に

お
い
て
第
19
回
モ
ニ
タ
ー
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。モ
ニ
タ
ー
委
員
会
は
、
院
外
委
員
7

名
、院
内
委
員
9
名
で
構
成
さ
れ
、院
外
委
員

の
皆
さ
ま
か
ら
の
モ
ニ
タ
ー
レ
ポ
ー
ト
よ
り

様
々
な
ご
意
見
・
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
の
委
員
会
で
得
ら
れ
た
ご
意
見
を
参

考
に
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
火
・
防
災
訓
練
実
施

11
月
1
日（
金
）職
員
参
加
に
よ
る
防
火
・
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。防
火
訓
練
で
は

6
階
西
病
棟
を
出
火
元
と
想
定
し
、
通
報
・

初
期
消
火
・
避
難
誘
導
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
6
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
3

階
の
屋
上
ま
で
滑
り
降
り
る
避
難
器
具
（
救

助
袋
）
の
使
用
と
消
火
器
・
消
火
栓
を
用
い

た
実
技
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。防
災
訓
練

で
は
、
震
度
6
強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
想

定
し
、
各
部
署
か
ら
の
被
災
状
況
報
告
を
基

に
対
策
本
部
で
集
約
し
、
病
院
全
体
の
機
能

を
把
握
す
る
初
動
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

卒
後
臨
床
研
修
評
価
機
構
に
よ
る
臨
床
研
修

評
価
を
受
審
（
更
新
）
し
、
同
機
構
が
定
め
る

認
定
基
準
を
達
成
し
、
令
和
元
年
11
月
1
日

付
け
で
再
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
（
認
定
期
間
4

年
）
当
院
は
毎
年
、
研
修
医
の
採
用
を
行
っ
て

お
り
、
医
師
の
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
も

担
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
選
ば
れ
る
臨
床

研
修
病
院
と
し
て
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

チ
ー
ム
力
を
上
げ
る

チ
ー
ム
力
を
上
げ
る

も
し
も
の
時
、「
患
者
様
を
安
全
か
つ
確
実
に

避
難
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
」　「
災
害
時
の

病
院
機
能
維
持
と
素
早
い
復
帰
」　
は
病
院

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
義
務
で
す
。地
域

の
皆
様
に
と
っ
て
必
要
な
病
院
で
有
り
続
け

る
為
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
防
火
・
防
災

意
識
を
高
め
、
日
頃
か
ら
訓
練
・
対
策
を
行

う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

院長　森　拓也

ば
れ
た
「
O
N
E 

T
E
A
M
」
と
は
、
い

ろ
い
ろ
な
背
景
を
持
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
民

族
の
選
手
が
集
ま
り
、
1
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
一
丸
と
な
り
、
国
の
た
め
に
戦
っ

た
こ
と
で
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
医

療
の
世
界
に
も
「
チ
ー
ム
医
療
」
と
い
う

大
切
な
柱
が
あ
る
。
森
院
長
は
、

「『
ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー
ル
、
オ
ー
ル 

フ
ォ
ー

ワ
ン
』
と
い
う
言
葉
は
一
般
的
に
『
一
人
は

み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た

め
に
』
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
『
み

ん
な
は
１
つ
の
目
標
の
た
め
に
』
と
い
う

言
葉
が
正
し
か
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。
病
院
も
全
職
員
が
ベ
ク
ト
ル
を
同
じ

く
し
、
１
つ
の
目
標
に
み
ん
な
の
力
を
向

け
て
い
く
こ
と
が
院
長
の
役
割
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
職
員
が
襟
を
正
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
昨
年
の
テ
ー
マ
『
接
遇
』
は
継

続
し
つ
つ
、
今
年
は
『
ワ
ン
チ
ー
ム
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
チ
ー
ム
力
を
上
げ
、
地
域
医

療
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
　
　
　

　
　
　
　
取
材
・
撮
影
　
T
C
K
名
古
屋 

　
　
　

　
　こ

ち
ら

解
説
室

 

※ 

P
F
M

P
F
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（P
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Flow

 
M
anage-

m
ent

）
と
は
、
医
師
の
指
示
に
よ
り
予
定
入

院
患
者
の
情
報
を
他
職
種
が
連
携
し
て
入
院

前
に
把
握
し
、
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
で
、
入

院
前
か
ら
退
院
後
ま
で
の
な
が
れ
（F

low

）

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
運
用
で
あ
る
。

〈
内
視
鏡
部
長   

齊
藤 

知
規
〉

「
大
腸
ポ
リ
ー
プ
」
に
つ
い
て

ポ
リ
ー
プ
は
が
ん
に
な
る
ポ
リ
ー

プ
と
が
ん
に
な
ら
な
い
ポ
リ
ー
プ

が
あ
り
ま
す
。
が
ん
に
な
る
ポ
リ
ー
プ
と
し

て
腺
腫
性
ポ
リ
ー
プ
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

あ
り
放
置
す
れ
ば
大
き
く
な
り
が
ん
に
移

行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
癌
に
な
る
の
？

　
放
っ
て
お
い
て
も
大
丈
夫
？

ポ
リ
ー
プ
の
大
き
さ
や
傷
の
深
さ

に
よ
り
制
限
期
間
は
異
な
り
ま
す

が
通
常
は
１
週
間
、
傷
が
大
き
い
場
合
で
も

２
週
間
た
て
ば
普
通
の
食
事
を
食
べ
て
い

た
だ
け
ま
す
。
。
　

大
腸
ポ
リ
ー
プ
を
見
つ
け
る
た
め

の
拾
い
上
げ
検
査
で
は
便
潜
血
検

査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
血
便
や
便
が
細
い
、

腹
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
患
者
さ
ん
に
対

し
て
は
内
視
鏡
に
よ
る
精
密
検
査
を
行
い

ま
す
。
内
視
鏡
検
査
は
ポ
リ
ー
プ
の
形
や

大
き
さ
だ
け
で
な
く
、
治
療
が
必
要
か
ど

う
か
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
は
治
療
で
き
る
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
切

り
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
ど
の
よ
う
に
し

て
見
つ
か
る
の
？

ポ
リ
ー
プ
は
ス
ネ
ア
と
い
う
金
属

の
ル
ー
プ
に
高
周
波
電
流
を
作
用

さ
せ
て
短
時
間
で
切
り
取
り
ま
す
。
切
り
取

る
部
分
は
神
経
が
通
っ
て
い
な
い
の
で
、
ま

ず
痛
み
は
感
じ
ま
せ
ん
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
を
内
視
鏡
で
と
る

時
は
痛
く
な
い
？

切
除
後
普
通
の
食
事
は
い
つ
か

ら
食
べ
ら
れ
る
？

大
腸
が
ん
を
予
防
す
る
生
活
習
慣

と
し
て
野
菜
の
摂
取
、
運
動
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
良
性
腫
瘍
（
腺

腫
）
が
す
べ
て
が
ん
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
良
性
腫
瘍
（
腺
腫
）
を
切
除
す

る
こ
と
で
大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を
下

げ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
法
は
あ
る
の
？
注
意
す
る

こ
と
は
？

を
把
握
す
る
初
動
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た

大
腸
が
ん
？

陽
性
だ
と

大
腸
が
ん
な
の
？

便
潜
血
検
査

陽
性
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
〜

大
腸
が
ん
の
早
期
発
見

に
は
、
二
次
検
査
を

受
け
る
こ
と
が

重
要
よ
！

内
視
鏡
検
査
で
そ
れ
を

精
査
す
る
の
。

詳
し
く
は
教
え
て
Q
＆
A

を
み
て
ね
。
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学術講演会 ＢＣＴ

日時

「腹部外傷」演題

　　演者：外科／大森隆夫

令和2年1月29日（水曜日）

日時

「頭部外傷」演題

　　演者：脳神経外科／中島英貴

令和2年2月12日（水曜日）

日時

「眼科救急疾患」演題

　演者：眼科／有馬美香

令和2年1月15日（水曜日）

●午前7:00～8:00

鈴鹿中央総合病院

研修会を行います。
本研修会は、地域の医療従事者を対象に新しい医療の
あり方や見識を高めるため、毎月定期的に勉強会を行
い地域医療技術向上を目的としています。

お問合せ先　地域連携室　℡059-384-1057（直通）

RＣC ●午前7:00～8:00
　

呼吸器疾患相談会　　●19：15～

令和2年

2月13日
（木曜日）

令和2年

3月12日
（木曜日）

※事情により予定変更する場合があります

※事情により予定変更する場合があります

RCC：Resident Case Conference

BCT：Basic Clinical Teaching

日時

講師：ハッピー胃腸クリニック
院長／豊田　英樹先生

「消化管エコーを利用したＩＢＤ診療の実際」演題

「ミニレクチャー」
「症例検討」

内容

令和2年2月27日（木曜日） ●18：15～19:30

●18：30～

「臨床研修医の経験症例発表」演題

鈴鹿肝胆膵画像勉強会

日時 令和2年2月6日（木曜日）

「ミニレクチャー・持ち寄り症例相談」

令和2年

1月9日
（木曜日）

令和2年

1月22日
（水曜日）

令和2年

2月5日
（水曜日）

令和2年

2月19日
（水曜日）

令和2年

2月26日
（水曜日）

令和2年

1月8日
（水曜日）

●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室

●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

令
和
二
年

診療受付時間／午前8：30～11：30まで

●診療科により診療日、診療時間が異なる場

合があります。

●再来受付機のご利用は午前7：50～11：30

まで（予約再診以外）

休診日

●都合により、事前連絡なく代診・休診にな

る場合があります。ご了承ください。

●土曜日・日曜日・祝日・年末年始（12月30

日～1月3日）

●緊急の場合は休診日や診療時間帯に関わら

ずお問い合わせください。

☎　059-382-1311（代）

診療申込み

初診の方および、受診する科が初めての方

は診療申込用紙に必要事項をご記入の上、

必ず保険証とあわせて新患受付にお出しく

ださい。

患者さんへのご案内

●診察券はご来院の際、必ずお持ちください。

各科共通で永久使用しています。

●毎月1回、保険証の確認を行っております。

3ヶ月以上、確認が取れない場合は再来受

付機での受付ができません。保険証に変更

がある場合は必ず受付までお申し出くだ

さい。

●受診の際、お車でお越しの方は駐車整理

券を会計後お出しいただき、駐車料金無

料の磁気処理をお受けください。

●外来担当者が都合により代診や休診にな

る場合があります。ご了承の程よろしく

お願いします。

紹介状をお持ちの方

●紹介患者さん専用受付を設置いたしてお

ります。紹介状をお持ちの場合は紹介受

付へお越しください。係の者がご案内さ

せていただきます。

保険外併用療養費（選定療養費）について

●初診で紹介状をお持ちでない場合は、選

定療養費として5,500円（税込）をいただ

きます。紹介状をお持ちいただければ

5,500円（税込）は不要となります。

●再診の患者さんで下記に該当されます折

は選定療養費として2,750円（税込）をい

ただきます。

①かかりつけ医への紹介を受けたが、紹介

状なしに再受診された場合

②かかりつけ医への紹介を当院医師より打

外来のご案内

◆

◆ 病院の理念

病院の目標

◆

◆

◆

◆

◆

診されたが、当院での診療を希望された

場合

セカンドオピニオン外来のご案内

●当院ではセカンドオピニオン外来を行っ

ております。★完全予約制★　ご予約、お

問い合わせは、地域連携室にて承っており

ます。

予約・問い合わせ受付時間
月～金　9：00～16：00（年末年始・土・日・

祝日除く）

☎　059-384-1057　

良質で高度な医療を提供することにより、地域
の皆様に信頼され、選ばれる病院でありたい。

１.患者さまの尊厳重視と、公正な医療の提供
２.最新で高度な医療の提供
３.医師の説明と、患者さまの選択に基づく医療の
提供

４.情報の開示と、セカンドオピニオンの推進
５.地域医療ネットワークの推進

 HOT LINE  災害拠点病院としての当該病院の役割

鈴鹿中央総合病院は、1997年に災害
拠点病院の指定を受け22年目になりま

す。現在は災害対策委員会が中心となり、

BCP（Business continuity planning：事

業継続計画）の見直しや災害教育・院内

災害訓練の企画等を行っています。BCP

においては今年から新病棟設立に伴い、

自動販売機を災害時飲料提供ベンダーに

し、他の企業とも災害時協定を結ぶなど災

害に強い病院作りを行っています。また

2008年に結成した災害派遣医療チーム

（DMAT：Disaster Medical Assistance 

Team）は、今年で11年目を迎え、現在は

外科部長の金兒先生を中心に他医師2

名・看護師8名・業務調整員3名　計14

名で活動しています。

　最近のDMAT活動としては、熊本地

震の際に、ロジスティックスチームとして熊

本県庁にて業務支援活動を行い、阿蘇地

域にて救護班として医療支援活動を行っ

てきました。

　DMAT訓練においては、県内外の内閣
府主催の訓練や、最近では8月に行われた

内閣府主催の首都直下型大規模地震時

医療活動訓練、9月の鈴鹿市の防災訓

練・10月には近畿ブロック消防訓練にも積

極的に参加しています。また訓練参加だけ

なく、災害時に必要な医療資機材・衛星携

帯電話などの増備も進めています。

当院は鈴鹿市・亀山市内で唯一の災害拠

点病院であるため、災害時には当該病院と

しての果たす役割は大きく、超急性期から

慢性期まで対応できる事業継続計画を立

案しています。災害拠点病院の指定から

22年、南海トラフ地震の危機や近年多く

の風水災害が発生する中、鈴鹿市・亀山

市の住民の皆様と共に助け合い、地域の

自治体・消防・警察・医師会などの関連機

関と連携をはかり、「自助」・「共助」・「公

助」の三助をもとに「防ぎえた災害死」を少

しでも減らしていけるよう、今後も様々な訓

練に参加し、地域の皆様に信用され選ば

れる病院でありたいと願っております。

鈴鹿市・亀山市地域における

鈴鹿中央総合病院　DMAT　業務調整員（臨床工学技士）　向井　慎治
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学術講演会 ＢＣＴ

日時

「腹部外傷」演題

　　演者：外科／大森隆夫

令和2年1月29日（水曜日）

日時

「頭部外傷」演題

　　演者：脳神経外科／中島英貴

令和2年2月12日（水曜日）

日時

「眼科救急疾患」演題

　演者：眼科／有馬美香

令和2年1月15日（水曜日）

●午前7:00～8:00

鈴鹿中央総合病院
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令和2年

2月13日
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令和2年

3月12日
（木曜日）

※事情により予定変更する場合があります

※事情により予定変更する場合があります
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内容

令和2年2月27日（木曜日） ●18：15～19:30

●18：30～

「臨床研修医の経験症例発表」演題
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令和2年
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（水曜日）

令和2年
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（水曜日）
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3ヶ月以上、確認が取れない場合は再来受

付機での受付ができません。保険証に変更
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券を会計後お出しいただき、駐車料金無

料の磁気処理をお受けください。

●外来担当者が都合により代診や休診にな

る場合があります。ご了承の程よろしく
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ります。紹介状をお持ちの場合は紹介受

付へお越しください。係の者がご案内さ

せていただきます。
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●初診で紹介状をお持ちでない場合は、選

定療養費として5,500円（税込）をいただ

きます。紹介状をお持ちいただければ
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●再診の患者さんで下記に該当されます折
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場合
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●当院ではセカンドオピニオン外来を行っ

ております。★完全予約制★　ご予約、お

問い合わせは、地域連携室にて承っており

ます。

予約・問い合わせ受付時間
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祝日除く）
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良質で高度な医療を提供することにより、地域
の皆様に信頼され、選ばれる病院でありたい。

１.患者さまの尊厳重視と、公正な医療の提供
２.最新で高度な医療の提供
３.医師の説明と、患者さまの選択に基づく医療の
提供

４.情報の開示と、セカンドオピニオンの推進
５.地域医療ネットワークの推進

 HOT LINE  災害拠点病院としての当該病院の役割

鈴鹿中央総合病院は、1997年に災害
拠点病院の指定を受け22年目になりま

す。現在は災害対策委員会が中心となり、

BCP（Business continuity planning：事

業継続計画）の見直しや災害教育・院内

災害訓練の企画等を行っています。BCP

においては今年から新病棟設立に伴い、

自動販売機を災害時飲料提供ベンダーに

し、他の企業とも災害時協定を結ぶなど災

害に強い病院作りを行っています。また

2008年に結成した災害派遣医療チーム

（DMAT：Disaster Medical Assistance 

Team）は、今年で11年目を迎え、現在は

外科部長の金兒先生を中心に他医師2

名・看護師8名・業務調整員3名　計14

名で活動しています。

　最近のDMAT活動としては、熊本地

震の際に、ロジスティックスチームとして熊

本県庁にて業務支援活動を行い、阿蘇地

域にて救護班として医療支援活動を行っ

てきました。

　DMAT訓練においては、県内外の内閣
府主催の訓練や、最近では8月に行われた

内閣府主催の首都直下型大規模地震時

医療活動訓練、9月の鈴鹿市の防災訓

練・10月には近畿ブロック消防訓練にも積

極的に参加しています。また訓練参加だけ

なく、災害時に必要な医療資機材・衛星携

帯電話などの増備も進めています。

当院は鈴鹿市・亀山市内で唯一の災害拠

点病院であるため、災害時には当該病院と

しての果たす役割は大きく、超急性期から

慢性期まで対応できる事業継続計画を立

案しています。災害拠点病院の指定から

22年、南海トラフ地震の危機や近年多く

の風水災害が発生する中、鈴鹿市・亀山

市の住民の皆様と共に助け合い、地域の

自治体・消防・警察・医師会などの関連機

関と連携をはかり、「自助」・「共助」・「公

助」の三助をもとに「防ぎえた災害死」を少

しでも減らしていけるよう、今後も様々な訓

練に参加し、地域の皆様に信用され選ば

れる病院でありたいと願っております。

鈴鹿市・亀山市地域における

鈴鹿中央総合病院　DMAT　業務調整員（臨床工学技士）　向井　慎治



診療科目

内　科

眼　科

小 児 科

耳鼻咽喉科

呼吸器センター

心臓血管外科

外　科

整形外科

脳神経外科

脳神経内科

皮 膚 科

精神科

緩和ケア内科

産婦人科

泌尿器科

放射線治療科

病理診断科

健診センター

診察室

1診

2診

3診

4診

5診

6診

7診

8診

9診

10診

11診

1診

2診

3診

午後

1診

2診

3診

午後

1診

2診

1診

2診

3診

1診

2診

3診

1診

2診

3診

4診

　1診

2診

1診

2診

3診

1診

1診

1診

1診

 2診

1診

2診

3診

1診

2診

新患

新患

　新患

　再診予約

再診予約

　再診予約

　再診予約

　再診予約

再診予約

　再診予約

　

　

　

　

　

　

再診予約

　初診

　 午前（予約）

　 午後（予約）

　新患

　

新患

予約

　

再診（予約）

再診（予約）

　新患

再診（予約）

　

新患

午前

午後(再診予約）

完全予約

完全予約

再診

初診・妊婦

新患

予約再来

予約のみ

完全予約

完全予約

月

（循）小西克尚

（消）向  克巳

（血・腫）  川上恵基

（肝）西村  晃

（循）北村哲也

（肝）岡野 宏

（膠原病）大学医

新患（循）山本彩人

（初診）有馬美香

間瀬陽子

湯浅 湖

手術

藤原 卓

検査（予約制）

鈴木慎也

藤田祐一（初診紹介のみ）

（呼内）藤本 源

濵田賢司

金兒博司

赤尾希美

大学医

長尾信人（紹介のみ）

（初診）清水重利

土屋拓郎

伊藤伸朗

山際秋沙

山際秋沙

矢納研二

丹羽正幸

担当医

金井優博

村田るみ

（予約）村田哲也

作野功典

火

(循） 大学医

（胆・膵）松﨑晋平

（血・腫）川上恵基

（肝）西村  晃

（消）佐瀬友博

（消）向　克巳

（血）伊藤竜吾

（消）熊澤広朗

有馬美香

（初診）湯浅 湖

間瀬陽子

予約検査

西  英明

（腎）下野吉樹

予防接種（予約制）

藤田祐一

初診紹介のみ

（呼外）設楽将之

（呼内）岡野智仁

（呼外）深井一郎

（呼内）小久江友里恵

小倉正臣

濵田賢司

赤尾希美

長尾信人

森川正和

國分直樹

（再診）森川篤憲

交替制

高島慎吾

牧 聡樹

大学医

矢納研二

丹羽正幸

景山拓海

西川武友

村田るみ/丹羽正成

（予約）村田哲也

作野功典

西村晃

水

（循）太田覚史

（消）齊藤知規

（消）磯野功明

（肝）西村  晃

（循）北村哲也

（循）渡邉清孝

(血） 中村彰秀

（消）田中宏樹

（初診医）

予約検査

西  英明

藤原　卓

藤田祐一

鈴木慎也（初診紹介のみ）

（呼内）高木健裕

大森隆夫

田岡大樹

休診

  山田浩之

稲田 均（リウマチ）

大学医（紹介のみ）

森川正和

清水重利

（再診）中島英貴

牧 聡樹

伊藤伸朗

山際秋沙

山際秋沙

（予約）川喜田昌彦

午後（予約）寺邊政宏

丹羽正幸

矢納研二

井上貴博

長谷川万里子

村田るみ

（予約）村田哲也

作野功典

木

（循）渡邉清孝

（肝） 岡野 宏

（血・腫）川上恵基

（胆・膵）松﨑晋平

　　（循）濵田正行　　

（消）齊藤知規

（循）太田覚史

新患（血）伊藤竜吾

（初診）有馬美香

間瀬陽子

湯浅 湖

手術

西  英明

（腎）下野吉樹

 

藤田祐一

初診休診

（呼内）小林裕康

伊藤久人

金兒博司

小倉正臣

畑中友秀

長尾信人

稲田 均（一般）

初診休診

大学医

交替制

伊藤伸朗

(午前新患）  津村奈津実

葛原茂樹（予約制）

大学医

(受付8：30～10：30）

丹羽正幸

矢納研二

金井優博

西川武友

丹羽正成

（予約）村田哲也

作野功典

西村晃

金

（循）北村哲也

（消）佐瀬友博

（消）熊澤広朗

（消）野瀬賢治

（循）濵田正行

（腎）担当医

（循）森 拓也

（腫）水野聡朗

（消）栃尾智正

有馬美香

（初診）間瀬陽子

湯浅 湖

予約検査

藤原 卓

篠木敏彦（第2週のみ）

鈴木慎也

藤田祐一（初診紹介のみ）

（呼外）深井一郎

田岡大樹

大森隆夫

休診

國分直樹

森川正和

(初診・一般・脊髄）土屋拓郎

担当医

牧 聡樹

高島慎吾

手術

山際秋沙

（予約）川喜田昌彦

矢納研二

丹羽正幸

西川武友

景山拓海

長谷川万里子

村田るみ/丹羽正成

（予約）村田哲也

作野功典

（2020年1月1日現在）外来診療担当表
特殊外来

金曜日 午後 乳児健診(要予約）
第1・3・5木曜日 午後 発達・神経外来(要予約）
火曜日 午後 予防接種(要予約）
水曜日 午後 肥満・成長ホルモン外来(要予約）
第2金曜日午後　小児リウマチ膠原病外来（要予約）

ＦＮＡ検査　木曜日　午後（要予約）　

ストーマ外来
乳腺外来

水・木曜日14：00～（要予約）
月曜日14：00～（要予約）

リウマチ科
診察予約電話受付時間：12：00～16：00

水・金曜日（要予約）

人間ドック・脳ドック・肺がんドック
月・火・水・木・金曜日（予約制）
＊健診センタ－にて受付致します。TEL:059-384-1017

妊婦健診
助産師外来

月～金曜日完全予約制（要予約）
月～金曜日　（要予約）

月・火・木・金曜日ペインクリニック
完全予約制（要予約）

CT・MRI・RI・MMG （要予約）

水・金曜日　完全予約制（要予約）

内科よりお願い

小児科よりお願い

第1・3西村 晃　   
第2・4・5濵田正行

西村 晃　   
（脳ドック）森川篤憲

西村 晃　   
（脳ドック）森川篤憲

稲田　均
（リウマチ・一般）

※新患のみ11時まで

火・金曜日のみ
8：30～11：00

新患のみ
受付11時まで

受付：8:30～11:30

(内科・外科）
水曜日の新患のみ
8：30～10：30
月曜と木曜は
呼吸器外科手術日

特殊外来 第1・3・5中野千鶴子

午前（一般内科）　山本伸仁
午後（腎）　田中紘也

午前（循）  森　拓也
午後（循）水谷花菜

新患（消化器）
田中宏樹

新患（消化器）
栃尾智正

新患(血内）
大学医　

新患（腎臓）
田中紘也

乳児健診
（4.7.10か月乳児）

（血）午前・山口智弘
（循）午後・原田慎一

（消）午前   向　克巳
（腎）午後 早川温子

午前（循） 小西克尚
午後（循）岡戸　亮

（午前新患）高島慎吾

午前（一般内科）山本伸仁
午後（循）山本彩人

午前（胆・膵）松﨑晋平
午後（肝）岡野　宏

（消）午前  磯野功明
（消）午後 朝川大暉

レーザー治療
斜視・弱視外来
眼内注射

火・水・金曜日午後要予約
火・水・金曜日午後要予約
毎週火曜日（要予約）

（但し、初診は予約不可のため
　　外来診療受付時間内に来院してください）
予約時間は検査開始時間になります。

物忘れ外来 第1・3・5月曜日14：00～16：00要予約
特殊外来 木曜日午後（完全予約制）

入院可　　手術可

放射線検査

完全予約制（要予約）

放射線治療科

完全予約制

病理診断科

脳神経内科

麻酔科

産婦人科

健診センター「オリーブ」

整形外科

ボトックス（ボツリヌス）治療（上肢・下肢の痙縮）
金曜日（土屋医師，要予約）

脳神経外科

外科

耳鼻咽喉科

呼吸器センター（内科）

呼吸器センター（外科）

小児科

眼科

ペースメーカー外来 第１水曜・第2金曜日　14：00～（要予約）
内科

皮膚科

精神科

火・水･木曜日　　完全予約制（要予約）
火曜日は緩和ケア病棟　入棟相談外来のみ

緩和ケア内科外来

ご予約は各科外来へお願いします
℡059-382-1311(代)

◇腎臓内科への新患紹介は（水曜日）田中紘也医師にお願いしま
す。

◇消化器内科（新患）への紹介は(消化管）は月・火・水・金曜日に、
（胆・膵）への紹介は月曜日（田中宏樹医師）・火曜日（松﨑医
師）に、（肝）への紹介は木曜日（岡野医師）にお願いします。

◇腎・尿路系疾患の紹介は火・木（下野医師）にお願いします。
◇入院が必要な患者さまをご紹介いただきます折は、小児科
外来に事前にご連絡ください。

心臓血管外科よりお願い
◇入院・手術不可。静脈瘤手術も実施しておりませんのでご了承ください。

耳鼻咽喉科よりお願い
◇紹介状をご持参いただけない初診患者さまは診察できません。
◇初診患者のご紹介は、月・火・水・金曜日にお願いします。（火・
金曜日のみ受付時間が8：30～10：30迄となります。）

脳神経外科よりお願い

産婦人科よりお知らせ

◇受付時間内（8：30～11：30）にご来院ください（予約不
要）。（ご紹介患者さまについては、ご予約可能です。事前に
診療情報提供書をFAXしていただき、ご予約をお取りくだ
さい。折り返し、予約日時をご連絡いたします。）

◇火曜日・金曜日の受付（新患・再来とも）は8：30～11：00と
なります。ご了承ください。

◇月・火・金曜日の２診、丹羽先生の診察は９時３０分からとな
ります。

◇肺結核が疑われる患者さまをご紹介いただく際には事前に
来院日時のご連絡をお願いします。

◇診察のご予約をお取りいただいた場合、診察日２日前までに診療情報
提供書、画像データ、レポート、採血結果などの資料を郵送または持
参してください。スムーズに診療いただけるよう準備いたします。　

泌尿器科よりお知らせ
◇ＥＳＷＬ（体外衝撃波結石破砕術）は現在行っておりませ
ん。ご了承ください。

皮膚科からのお願い
◇手術目的のご紹介は月曜日・水曜日にお願いします。

※裏面の外来のご案内もご覧ください

当院の登録医院を毎回2機関ずつ
紹介しております。

院長　
上田　裕司

◆診療科

◆特色

●内科●循環器科●消化器科
●呼吸器科

浦川内科クリニック

上田内科クリニック

院長　
浦川　英己

◆診療科

◆特色

●休診日

木曜午後　土曜午後　日曜日　祝日

●診療時間　　

8：30～13：00  15：00～19：00

●所在地

〒513-0801 鈴鹿市神戸8-8-20

●電話　059-382-6611

　fax　059-382-6631

●休診日

木曜午後　土曜午後　日曜日　祝日

●診療時間　　

8：30～12：00　15：00～18：30

（火曜日午後：15：00～17：00）

●所在地

〒519-0314 鈴鹿市長沢町1167-1

●電話　059-371-6000

高血圧症、高脂血症、糖尿病、胃潰瘍等
の患者様を診療しております。身近な町
の診療医として健康に関して何なりとご
相談ください。

当院では、心臓エコー、血管エコー、Ｈｏ
ｌｔｅｒ心電図など循環器内科を中心に、
内科一般診療を行っております。
また、全身ＣＴで、特に肺癌の早期発見
に努めております。

※火・金曜日のみ
8：30～10：30

※診療日について、都合により休診または
代診となることがありますので、詳しくは、
各医療機関にお問い合わせください。

森川正和

入棟相談外来
午前（予約）寺邊政宏 午前（予約）寺邊政宏

新患
再診予約
新患
再診予約

（呼内）小林裕康 （呼内）小林裕康（呼外）川野　理 （呼内）小久江友里恵

●内科●糖尿病内科●消化器内科

正職員 パート

募集！給食スタッフ

鈴鹿中央総合病院　栄養科まで     TEL 059-384-1029（直通）お問い合わせ先

あなたからの声を、心からお待ちしています

まずは、お気軽に
お電話ください
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モ
ニ
タ
ー
委
員
会
の
開
催

臨
床
研
修
評
価
の
再
認
定

O
N
E

・・・
・・・
そ
の
先
に
あ
る
も
の

そ
の
先
に
あ
る
も
の

　
北
館
が
完
成
し
１
年
、
そ
し
て
本
館
の

改
修
工
事
も
こ
の
9
月
に
完
了
し
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
る
。
今
号
は
森

院
長
に
話
を
聞
い
た
。

「
働
く
環
境
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
で
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
っ
た
の
は

間
違
い
な
い
で
す
ね
。
職
員
に
と
っ
て
も

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
過
ご
し
や
す
い
環

境
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
本

館
改
修
で
一
番
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
が

救
急
セ
ン
タ
ー
で
し
ょ
う
か
。
長
い
間
懸

案
で
あ
っ
た
80
％
前
半
の
救
急
応
需
率
が
、

救
急
外
来
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
稼
働
後
か
ら
は

平
均
し
て
96
％
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
呼

吸
器
セ
ン
タ
ー
も
診
察
室
だ
け
だ
っ
た
の

が
、
処
置
室
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
呼
吸
器
疾
患
で
は
、
気
管
支
鏡
が
必

要
な
治
療
が
あ
り
ま
す
。
気
管
支
鏡
は
内

視
鏡
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
の
で
、
内
視

鏡
セ
ン
タ
ー
と
も
隣
同
士
に
な
っ
た
こ
と

で
、
動
線
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
細
菌
感

染
対
策
の
施
さ
れ
た
空
調
設
備
の
整
っ
た

透
視
室
で
、
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
気
管
支

鏡
の
治
療
を
行
え
ま
す
。
ま
た
、
一
次
脳

卒
中
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
原

則
と
し
て
3
6
5
日
24
時
間
、
脳
卒
中
の

ケ
ア
、
血
栓
を
溶
か
す
治
療
な
ど
、
超
急

性
期
を
含
め
た
急
性
期
を
受
け
入
れ
ま
す
。

本
館
ト
イ
レ
も
綺
麗
に
な
り
、
車
い
す
で

入
る
事
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
広
め
な
身

障
者
用
ト
イ
レ
も
改
良
設
置
し
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
、
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
院

内
に
整
い
、
現
在
は
正
面
玄
関
に
医
師
診

療
案
内
デ
ジ
タ
ル
化
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
」。　

　
急
性
期
病
院
と
し
て
救
急
の
受
入
は
当

然
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
ベ
ッ
ド
数
で
応

需
す
る
た
め
に
は
病
院
完
結
型
で
は
な
く

地
域
完
結
型
が
理
想
だ
と
い
う
。
そ
の
た

め
の
第
一
歩
と
し
て
P
F
M
（
※
１
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
運
用
も
開
始
し
て
い
る
。

「
P
F
M
と
は
、
入
院
前
か
ら
退
院
後
ま
で

を
一
貫
し
て
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。
病

院
が
患
者
さ
ん
の
病
状
や
生
活
状
況
な
ど

の
基
本
情
報
を
入
院
前
に
把
握
す
る
こ
と

で
、
入
院
計
画
を
立
て
や
す
く
し
、
退
院

後
は
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん

が
ス
ム
ー
ズ
に
生
活
の
場
に
戻
れ
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す
。
そ
の
た
め
の
病
病
連
携
、

病
診
連
携
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
固

に
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」。
退
院
し

た
ら
終
わ
り
と
い
う
病
院
完
結
型
か
ら
、

そ
の
先
の
、
暮
ら
し
ま
で
イ
メ
ー
ジ
し
た

地
域
完
結
型
へ
。
こ
う
し
た
P
F
M
の
本

質
を
考
え
た
時
、
地
域
と
の
連
携
は
大
変

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
昨
年
、
日
本
中
が
沸
い
た
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
流
行
語
大
賞
に
も
選

今
年
の
テ
ー
マ

新
た
な
ス
タ
ー
ト

11
月
17
日（
日
）に
当
院
、
北
館
中
会
議
室
に

お
い
て
第
19
回
モ
ニ
タ
ー
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。モ
ニ
タ
ー
委
員
会
は
、
院
外
委
員
7

名
、院
内
委
員
9
名
で
構
成
さ
れ
、院
外
委
員

の
皆
さ
ま
か
ら
の
モ
ニ
タ
ー
レ
ポ
ー
ト
よ
り

様
々
な
ご
意
見
・
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
の
委
員
会
で
得
ら
れ
た
ご
意
見
を
参

考
に
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
火
・
防
災
訓
練
実
施

11
月
1
日（
金
）職
員
参
加
に
よ
る
防
火
・
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。防
火
訓
練
で
は

6
階
西
病
棟
を
出
火
元
と
想
定
し
、
通
報
・

初
期
消
火
・
避
難
誘
導
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
6
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
3

階
の
屋
上
ま
で
滑
り
降
り
る
避
難
器
具
（
救

助
袋
）
の
使
用
と
消
火
器
・
消
火
栓
を
用
い

た
実
技
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。防
災
訓
練

で
は
、
震
度
6
強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
想

定
し
、
各
部
署
か
ら
の
被
災
状
況
報
告
を
基

に
対
策
本
部
で
集
約
し
、
病
院
全
体
の
機
能

を
把
握
す
る
初
動
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

卒
後
臨
床
研
修
評
価
機
構
に
よ
る
臨
床
研
修

評
価
を
受
審
（
更
新
）
し
、
同
機
構
が
定
め
る

認
定
基
準
を
達
成
し
、
令
和
元
年
11
月
1
日

付
け
で
再
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
（
認
定
期
間
4

年
）
当
院
は
毎
年
、
研
修
医
の
採
用
を
行
っ
て

お
り
、
医
師
の
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
も

担
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
選
ば
れ
る
臨
床

研
修
病
院
と
し
て
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

チ
ー
ム
力
を
上
げ
る

チ
ー
ム
力
を
上
げ
る

も
し
も
の
時
、「
患
者
様
を
安
全
か
つ
確
実
に

避
難
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
」　「
災
害
時
の

病
院
機
能
維
持
と
素
早
い
復
帰
」　
は
病
院

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
義
務
で
す
。地
域

の
皆
様
に
と
っ
て
必
要
な
病
院
で
有
り
続
け

る
為
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
防
火
・
防
災

意
識
を
高
め
、
日
頃
か
ら
訓
練
・
対
策
を
行

う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

院長　森　拓也

ば
れ
た
「
O
N
E 

T
E
A
M
」
と
は
、
い

ろ
い
ろ
な
背
景
を
持
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
民

族
の
選
手
が
集
ま
り
、
1
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
一
丸
と
な
り
、
国
の
た
め
に
戦
っ

た
こ
と
で
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
医

療
の
世
界
に
も
「
チ
ー
ム
医
療
」
と
い
う

大
切
な
柱
が
あ
る
。
森
院
長
は
、

「『
ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー
ル
、
オ
ー
ル 

フ
ォ
ー

ワ
ン
』
と
い
う
言
葉
は
一
般
的
に
『
一
人
は

み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た

め
に
』
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
『
み

ん
な
は
１
つ
の
目
標
の
た
め
に
』
と
い
う

言
葉
が
正
し
か
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。
病
院
も
全
職
員
が
ベ
ク
ト
ル
を
同
じ

く
し
、
１
つ
の
目
標
に
み
ん
な
の
力
を
向

け
て
い
く
こ
と
が
院
長
の
役
割
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
職
員
が
襟
を
正
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
昨
年
の
テ
ー
マ
『
接
遇
』
は
継

続
し
つ
つ
、
今
年
は
『
ワ
ン
チ
ー
ム
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
チ
ー
ム
力
を
上
げ
、
地
域
医

療
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
　
　
　

　
　
　
　
取
材
・
撮
影
　
T
C
K
名
古
屋 

　
　
　

　
　こ

ち
ら

解
説
室

 

※ 

P
F
M

P
F
M
（P
atient 

Flow
 
M
anage-

m
ent

）
と
は
、
医
師
の
指
示
に
よ
り
予
定
入

院
患
者
の
情
報
を
他
職
種
が
連
携
し
て
入
院

前
に
把
握
し
、
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
で
、
入

院
前
か
ら
退
院
後
ま
で
の
な
が
れ
（F

low

）

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
運
用
で
あ
る
。

〈
内
視
鏡
部
長   

齊
藤 

知
規
〉

「
大
腸
ポ
リ
ー
プ
」
に
つ
い
て

ポ
リ
ー
プ
は
が
ん
に
な
る
ポ
リ
ー

プ
と
が
ん
に
な
ら
な
い
ポ
リ
ー
プ

が
あ
り
ま
す
。
が
ん
に
な
る
ポ
リ
ー
プ
と
し

て
腺
腫
性
ポ
リ
ー
プ
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

あ
り
放
置
す
れ
ば
大
き
く
な
り
が
ん
に
移

行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
癌
に
な
る
の
？

　
放
っ
て
お
い
て
も
大
丈
夫
？

ポ
リ
ー
プ
の
大
き
さ
や
傷
の
深
さ

に
よ
り
制
限
期
間
は
異
な
り
ま
す

が
通
常
は
１
週
間
、
傷
が
大
き
い
場
合
で
も

２
週
間
た
て
ば
普
通
の
食
事
を
食
べ
て
い

た
だ
け
ま
す
。
。
　

大
腸
ポ
リ
ー
プ
を
見
つ
け
る
た
め

の
拾
い
上
げ
検
査
で
は
便
潜
血
検

査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
血
便
や
便
が
細
い
、

腹
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
患
者
さ
ん
に
対

し
て
は
内
視
鏡
に
よ
る
精
密
検
査
を
行
い

ま
す
。
内
視
鏡
検
査
は
ポ
リ
ー
プ
の
形
や

大
き
さ
だ
け
で
な
く
、
治
療
が
必
要
か
ど

う
か
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
は
治
療
で
き
る
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
切

り
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
ど
の
よ
う
に
し

て
見
つ
か
る
の
？

ポ
リ
ー
プ
は
ス
ネ
ア
と
い
う
金
属

の
ル
ー
プ
に
高
周
波
電
流
を
作
用

さ
せ
て
短
時
間
で
切
り
取
り
ま
す
。
切
り
取

る
部
分
は
神
経
が
通
っ
て
い
な
い
の
で
、
ま

ず
痛
み
は
感
じ
ま
せ
ん
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
を
内
視
鏡
で
と
る

時
は
痛
く
な
い
？

切
除
後
普
通
の
食
事
は
い
つ
か

ら
食
べ
ら
れ
る
？

大
腸
が
ん
を
予
防
す
る
生
活
習
慣

と
し
て
野
菜
の
摂
取
、
運
動
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
良
性
腫
瘍
（
腺

腫
）
が
す
べ
て
が
ん
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
良
性
腫
瘍
（
腺
腫
）
を
切
除
す

る
こ
と
で
大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を
下

げ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
法
は
あ
る
の
？
注
意
す
る

こ
と
は
？

を
把
握
す
る
初
動
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た

大
腸
が
ん
？

陽
性
だ
と

大
腸
が
ん
な
の
？

便
潜
血
検
査

陽
性
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
〜

大
腸
が
ん
の
早
期
発
見

に
は
、
二
次
検
査
を

受
け
る
こ
と
が

重
要
よ
！

内
視
鏡
検
査
で
そ
れ
を

精
査
す
る
の
。

詳
し
く
は
教
え
て
Q
＆
A

を
み
て
ね
。
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